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の 解 予 定 す 会
指 除 定 る の
定 規 委
の 程 員
予 承 数
定 認 の

一

人 等 示 一 進 則 目
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証 に る 則
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日
発
行

日

（
人
事
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定

（ （
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（総務部法制文書課）
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－ －
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農 こ 付 既
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成 法 規 附 な 額
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第 改
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、 還 助 金 第 立 企
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号

北
海
道 平
規 成 平
則 十 成
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百 年 四
二 十 年
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紙 紙 の 紙に会の

中 の 事 のは社構

４ ４ 項 ２、が成

の 中 を のそ含員
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項 の の 項構れ株

を 事 よ 中成て主
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の を に 株のる簿

事 改 式有場の

項 の め のす合写

と 事 る 数るにし

し 項 。議は

（
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様 同 の 和 の農
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８ の ２ 五 を取
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二 を か 。 に
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す 行 年
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規 る ・
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こ パ
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に セ
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曜
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北 海

事記
るに 表
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営
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所た 年人

十

月の氏

二 名在目

日

り平環秋常

日称名地的

に成境場呂こ

火 保郡の 寄
与年全和置法

曜 型弥戸人 す

のれ

の所さ

る月農町は

町っ

名地的
在目

氏所た
。ち住民て

村山うた移

し 郡）がをの、

松越お

術豊

ゃ 和長は故進芸心

にる文か ま 弘万、郷め

た年人 れ法 た

さ

ん 部長

性平お

的日称
名 目月の

本創との化成し

い進と

ゃ 会造多ネに

ん

は空くッ寄年ま

、間のト与

白芸ワす月べ
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い齢にで年障

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

札し

日称名地的

し成幌木幌こ、

通平札
シ市のコ て

本づ農
、年ニ秀清法ン 産

国念、生

が理き業

我

ジ公

の」農

ネ区は化タ開

域之央人
北波デミ

ッ北、のルセ

ト

道生バー

ワ条海がィナ

にみイや

ー西

ク

目けす術

協丁お出ド技

議

五 会２る情情研

三

１ッ弱格、

－ネ報報修

ワに）官

ト者差産

区人成援域を

北はをすで目月

、推る自的

めにす

条障進た由と日

。

１をるの暮る

東害す

目つと活し

丁持こ諸ら

番々、をい

５人と動て

号豊害うる

１が障行け

保
大暮持と会

にをこ社

害 に者、充
域し９地

学の地実月者

シ生

合き社た日域

び生

ア支

、いのニ活

いが会
イセ

のく性ラ援

そづ活
のタ

果ややフン

成り化
化現

活間熟実ー

の仲成

二田人ピ
をくにを

用づ

ア 地

ッ平、ー

域月ネ区はュ
ニー

環日ト岡シタ

の４

全東のイ

保園アや

境公
豊ー

寄丁つタ

に５持ン

る番なッ

す７かネ

与目
経ト 事

のと

環及業者
を号験等

基視一

境び
ら民

法境か市

本環点般

めに境認

定全環が

に保
限共

れす有を

ら関は識

る務あす

い責で有

てる

ー対の学

」るる

クす解の

ル快支な究

ビのる消研

階化、の交

５適援ど・

し人よく

西らつにづ

、

行のてに

ルて々っり

ビ

貢目

る域障与

け地、寄

こ寄しす

るに献指

図り
よるっ

にすも

と与、。 通

と識報

的知情

目との

。用技

る活信

すを

にの

境考とめ

環のこた

のにい動

全方つ活

保え
基基てを



事記
るに 表

た款

代主定
務載 者

北 海

９

に非 請 た款定

主定申特
活 務載

あ利 事記営 の る

動 っ

道 公 報

８
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

第

７
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

平
成
十
四
年
十

在目

氏所た
のれ

の所さ

加旭刻いトば国

名地的

しお

賀川このてをらに

不じさけ

城市の技、通

条人の特、をる

５法術

冬

章

れ法 た

所さ

通は向定氷

名 在目月の 所た年人 の
札希適的平日

地的日称
氷

幌こ望切と成本

市のすなし

刻

中法る支ま年彫

央人方援す

法 たの
区は々を。月会

西

日称名
名 月の氏 年人

と成ア村

エ社域こ平ケ
ふ

ネ会社

ルへ会を

み雄

ギのの目年し和

ー街ま的

法 たの所さ

のづちと月

目 月の氏所た 年人のれ
低

日称名地的

名在

こ負

平燃小札

の荷

成料池幌

電田市

法で

・章央ビ人あ

年池中

月水区ルはる

一
月
十
二
日

、展こ

流発る

火

材道を

人とと

曜

の

成のざ

育民め

に数刻し行

７、上多彫

の

目彫励のの、事

丁氷
刻む市実か

のと民体つみ

を技と

番会同、験、に

やに体し術ど

地員時団
対も普ら

氷、をてをま
さ、

刻れ象ら及ず

彫そ
好れ数、せ全

愛ぞにい

者の々氷な国

南、、行

介おい日

そ健

西がび保

条護よ、

必
の祉

目なら福

丁要れと

に族増

－態家の

１状
あの進

々にる

方々図

る方を 号

普くづす
の

と提り。

及りくる日

す及

啓関進

のに増

そ案
素業境

水事環

、るび

蒙

に

ルい全

ネ行保

エをの

素北５、燃
ギ、

広料

西地池

ネ条く電

日エ２

素

ー丁社水

ギ２域・

ル

にエ

ネ目会

ッ

てギ

ワ２しル

ト番対ネ
境バ
環・

ク、ー

ー号

日

道深
海を

北解。

等理す

情な
るか
け豊
お、
にめ

盤上
基向
信の
通活
報生

イ刻ら地

が地の彫が各
北お

氷にベの、に

、域
彫おンす

北 よ

海

北

昭う 海

道 和に平平

告

道

改成成 告

示 年正 示

第 北す年年 第

１ 海る
道。月月

目

護てを

介しと

と対こ

を、

も寄

事記
るに

た款
主定

型地る

環てす

循っ与

ー

利
営 の表 非 請定

申特代

てス
しマ
対オ
にイ

非 請た款 定
申特代主定

のに

利事記 営 のるに 表

のす
層献
一貢

号 １ 告 号

ら

第か

示日日
」
人 号

民を 国
保成 康平 健

所た
のれ

所さ
務載

年 険

旭が観が芸も

地的
在目

、的て

川こで、ら術っ

法る観公要、

市のき景

人
法 たの 動 っ活者 あ

３

ア木

日称名
名 月の氏 年

活体成ク村

研福に全平
ス

究祉
活、用の

務載 者 あ

動教し利年サ

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

北秋札科宇

日称名地的
の開

成海葉幌学こ宙

平
道鐐市技

いて目

年宇二北術法発

診

氷化す

、文と

て、的

査か 審日 酬１ 報月 療１

委北ら

員海
改

委事に

の知」

会道人

を共素ま

）る

数堀め

員

通はう重施をち

条人よ

等りく

７、、点設取づ

域政、の入り

丁地行に

た発

左、、そ整れの

目
社企し備

合民に

号会業てに市展

大人の光わ参寄

のと観
、のす

同が連のせ加与

適をに市まる

興快携面

ポ進
内に図も民ちも

業

の育、益

ト

推、北増月ー

進環海進

保民寄さ

を境道に日あ

、生すか

る全の与ひ

図
と国活るわ

と
も際のこ

を目

、流上を

に交向と

関害ると

宙災図的

宇、

宙郎区振人利

事、の

月科北興は用

学

西団海究

日技条業北研

研道資

術
創
セ目成にを

成丁究内源
宇ト

タ活るッ

ン果あネ
学ク

ラ科ー

プ宙ワ

ー用

の
の術

刻芸。

彫・る

ザ

ち
言ま
助、

、興
導振

指
及

五びづ

四

の。

行寄
をに
力り

協く

がなの

の
次也

を
部達

一

す

豊な野集みと

心り視
ら入憩形る

かがにいを

なるし

生、れえ成。

に

止とる

連防とす

、

活美

な社

を動に

術活も。

技 海術し

北技化
会ど会

社

び連
及関

内究宙

道研宇

もと
をこ
とる
こす

う与
っを



所

林る平保場

森す
定１

法予成安

平 林 定

成 昭で年予

十 定 和あ

四 る月森

年 林 年。

十 日の

北 海

海
北

地共上笹

道 区押 立

告 第

示 名３帯川

第

事畑暗畑土畑

号

帯ょ帯改帯

地き地層地

道 公 報

北

次そ

生

海

のの平

振

道

地関成

土平

告 地成

区係 示 改

に書年 第 良年

つ類 区

いは月 の月

て、 号 定
款日、平日

第

北

土

１２３

道
海

地 農農承

告改 地地

示

認

良 保保

第法 有有
合合

昭 理理年号

法事

和 化化

号

成

業農た平

農町し
別認

経業。

営振
基興年

盤公
強社月

化か

法 促ら日

一 律所

月 第在

十
二

号日

郡 第岸４ ）厚の
厚以

の岸上 条

火

第大筆 ２町２

曜

総、総良総

苫つ １字に

整層整暗整

合土合、合

良ょ

業備改備き備
整

急い区急

緊）担、緊

成理型

備育整備

整手画
］農

］型、］

の型
農用農

の道成

変営

更土年

を地

認改月

可良

。のら

た業か

し事日
土

良、
改間

地日

律 名種

法 のの

月年 人業

第 称類日

団地修成）

財農研平号
第 法売等

人買事年

条 幕等業

進申

町業５２

別事月第

の
法請

た
和っ

昭あ
合

第有
律保

法地
年農

項

）化
号理

日

の 定字次 規村て の多い

海に よ幌 北図 に尾
道示 り

のル
事部 次字
知す 、・

にシ
限 うク
堀に よー
分

造用

業農地業

。 保ュ
る

用）排

種用用成用

用業

暗

海、水、

北水排水

排
、道ょ

知道農き

道農、
海

縦北北同

堀

、）

事類

変の
業般

事一

覧道道

海

を供

海画に

北計覧
更縦

。
た。

事める

知定す

道

興定

振規

業の

農日項

堀

知、

道り

海社よ

北公に
成

事平

堀

年

施
第実

条の
７業

第事

月

規
定る
規す
の関
項に

１

ポ

財の
、次
りを
よ程
に

指９
也 をル

林ー
達） 安

定 北

森を 海

解平 道

除成

林 庁

告法 経

す 示 済

る年 第昭 次部

。 和 の林

月

支支

場走勝

達網十

図務

３
所庁庁

也

の 定
立村立次

指アイウ
林伐のと

木主主森間木

にと整に伐お 施の伐伐

２

也
達

係し備係採り 伐

定１ 北

森す 海

る平保指 道

。成

林
告安 法
示定

年林 第

の

昭

の 和

月

達

北

也、
日

村立次経

イウ庁

木 主森間の済

おの林

の 伐林伐と次部

し備係り図務 伐 と整に

２３
幕承
人り
法お
団と

の伐

定木主 定
立

指指ア
、 の伐は 施

号年 」課

第 浜

律 びび

法 及及日

次中
の町

りに第

お場） と役号

」備

業

省い２

、置の

はえ条

限す の
るて計るのと 採

で林度る 方 要伐伐画森

件法種を定は並。

採採
、るる次に

はすめ、び

めと準と栽

定こ標の植

いで期り方

なが伐おの
期

る以す・

。き齢と法

立上る

所

号在 年
第所的

律場 法日目
の 第

岸つ害 ）厚に風 号

郡い
浜て防

大図 ２

町の の

中次備 条

及及 の

て計ると」課 採

で林るびび 限

伐画森す

を定は度。厚

採
るる次の町

すめ、次岸

と準とお場

こ標のと役

で期り」備

が伐おりに

る以す、置

き齢とはえ

目の
択 採 業

立上る省い

。
る

的件法よ
に 方 要伐

略て第

防
の
出

流
の

砂
土

規

そにの

、覧項

し縦２

。よ

面るに

図す定

の供
び）り

及

五 関、

五

。間

をう

類よ

書の

係次

と樹

、のび

はも及

木の
所

の
木。
立る
該す種

当

示 ２

字に 第

町
市

る
す
在

字分 規

村部 の

静す 項

後
原る よ

北床限 に

厚に 定

） 、

道野。 り

海
知

次
の・ 事

よ堀

もし縦

木の。略て

の う

供

当とそに

、の、覧

は
。面る

立る図す

該すの
係

在関

所び）

の及。

木

北に

備

町を

市類

る書

す

支指

路の

釧林

道安

海保 保

１ に

町
市

る
係

に
村

指筆
也２ を

上 林

達以 安

市路

る釧

係道

に海

村北

町支



２

務安所立

林保場指指
ア

定木 部林定
の伐 の山定施の 次治予

」及林採 業 図課森

北 海

イ

次福そ主村間の

町立次
お
の の島の伐森伐と

木

整係り 伐 森町他と林に

林のし

に国森て備ると 採

道 公 報

１

第成保場指指 ）平ア 号

安所立

年林定

予 条定木
の

森 規の伐 月定施 の

業 日林採 定

第

北

農

２３

海

林

え

道 保た解置

水 告 安目い

産 示

大

除 林的次て

第

臣

との縦

し図覧

か の て」に

ら 号

定、す、 理

指は供

号

除場
解在

１

平に所

成係
十る
四保

年安

十

福所方 要 及びの目の

林

島在的件法

び

遠砂

と場久土

の役
次町

」え大流

り備郡の

おに
て防

、い町の

は置成出

省

林伐計森す の

略縦国備

い林に採画林る 限

つ有

定、

て。つをでは度。

、のてるめ次

は次いす
、と標と

主図はこるの
伐り

は示主が準お

伐に
択部にき期と

、す伐で
る立以る

伐分係る齢す

の に

よ限伐木上。

にに

的件法 る所方 よ要 の目

っ前源 あ松水 が
知

通在
町養

島ん 。福か た郡の

れ由略。の

さ省る次

国

保

公道そに

、う

し）よ

地面林

の用図安

衆路の
海定

す北指

健とをを

保

め後る

た道す

る

一の

月所

十
二
日

越
蘭

郡
谷

磯

火

字
町

曜

供。

、に林

し覧有

里
湯

面。図

図るの

のす次

そ

分

係部

関す

び示

及）に

採はの

北る

を限

類に

書

を当の

。。種、も

るる
な木る

め立す

定該と

）

町
市
る
す
在
。所
いの。 に
海図
北の

次
。

林
有

村

限
に
堀分
部
事す
知示
道

る

経あ

庁で

支定

志予

る

法

課林

務森

林、

部旨

済
び
及

越和

蘭昭

町

日

１
の

示 事に 知図 道の 海次 北

水
道）

海。

に
分
部 堀す

４

産

ア
定

務安所立

林保場指指
施の 治予の

定木 部林次

イ

市
る
係
に

山定森

町立次
木 瀬そ主村間の

の伐森伐と次

達。

町他と林におの

の

３
也
）

ア
定

務安所立

林保場指指
施の 治予の

定木 部林次

山定森

イ

備第

に律

場法

役年

町立次
木 大そ主村間の
おの

の 成の伐森伐と次

也。
る 達限

町他と林に

）

伐 森町森

の成の

次大次

の

及林に 採 業 課森林 の

て

瀬所い 方 要 びのつ 目

在的件法

源木

場瀬水立

役、

町は
採

え今か伐

備郡のの

に

り図 伐

い町養を

置金ん

のし整係

及 の

国森て備ると」 採
林るび 限

有林伐計森す

つをでは度。

林に採画

。

るめ次の

次いす定、次

とお

図はこるのと

のて
示主が準おり

に、と標
き期とは

す伐で伐り」

の伐

分係る齢す、

部に

目の

及林に 採 業 課森林
法て

大所い 方 要 びのつ

水主

役、

町は

成在的件
源伐

場瀬

択

え瀬か、

備郡のは

に

ん

整係り図 伐

い町養伐

置

のし

及 の

国森て備ると」 採
林るび 限

有林伐計森す

つをでは度。

林に採画

。

るめ次の

次いす定、次

とお

図はこるのと

のて
示主が準おり

に、と標
き期とは

す伐で伐り」

林林
分係る齢す、

部に

て

い林い

つ有つ

に国に
図主

、の、

は次は

て。
伐す、

の示は

木に伐

立

て禁

を分伐

採部択

。

に林る

覧有す

縦国止

）に

。図

るの

す次

供。

る立以る省

に
分
部

す
示

はのし

限伐木上。略

に

当のそ

。種、も、

る採
め立す図

定該との

）を
所び

いの。及

な木る面

に

市類

る書

す係

在関

。

て

。

に林。

覧有る

縦国よ

示

）に

。図

るの

す次

供

にる立以る省

に
分
部

す

採はのし
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１２３

海

路のか 道

法関ら

作作作

告

係２

業業業

示 種期地

昭図週 第

和面間

類間域

は、

第 北 ２３
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に年類 第建 覧

お 設 に

い月

保た解

２３
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９

設に
部供 号 ２月
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覧狩狩
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か交 らら 間

まかまかまかまかま

敷
前別
更の前後

変後
地
の

か り
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２
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一 年は

月 法、

十 律北

二 第海

日 道
建

都 第

部 ）

設 号

火 市

第

計 条

曜

地番号

樽２２５
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る６

決
り

お
と
の
次

最
で

の 規

業
事

税
免目

か丁 則、数税

５

効額に に分 第無金等

相の とを係

条当 す切る

価
の

低

。
各るすり課に も

を
格



３４

約海話札入

格契北電入

成有が条道番執

平を道
す行項網号行札

年るうを走の
場場 北こ指示市

所

場７及所 － 海と名す北

道。競

北 海

２

調納納札の

ウエオ入次

を入入参ず

中カ達にい

期場すに ー 丼す加れ レ

日所者該

皿皿物るも

る
品

道 公 報

１

成札調給

の平入アイ

次

に達食飯小

と
お

すす食・

り年付を用碗

一

事物碗皿

般月るる器汁

競
争日項品

第

海
北

市札上釧

道 幌

網 市 区湧

走 厚 ）路

支

別
町別

庁 村

告 名区町市

第
示

号

成道

平海
北

平社

成年会
十貢
四月献
年賞
十日

び

示入西日 － 告争所条

時北 第札３

海 に丁

走 線 又す網 内 号関目道
市

はる北

平指海

北 成名道

を網７

庁３

北止支西

年停走条

海さ

等に当

の必す

仕平北要る

様成海なこ ×××

道資と 等

支
２走

年網格。 ）））
入月
庁 札
説日長

個個個明の

及）定

書金指

入等

札の

×× 名

以称
び）） 下及

札量

入数

」
と

。
う

い個個

氏陸株村

号 奥上支

は社 設設 又会 建建

名式

体藤
式式 団工 株株

庁

功建同同

名社組社

会会

告

績雇
設

一
月
十
二
日

火

曜

い部

告て務目

道れ総丁
道

９い計海

第な会北

示

総

規。走

にと網

号こ課

階

品３

物舎

る庁

す合

定

に
書所

様場

仕る

びす

の

施道

実海

を北

）

。
る
よ

田
太

長
庁

。支

る走

す網

の善
改

用

示

容所
業
事 内良

優

日

入号

購２

堀
事
知
道
海

北

資議

の会
約名

る捨税相者契

イア

す札あに

額て事当落で

加金者る者る関

をた業

８９

算額で金とかす

約開に郵入

契要そ号ア

作げに金

札 書掲送札落
等

時決 成るよ額 のの札

っ

６７

夫
敏

の入る

交交札入

第う入落財て
務 。札
）説者札
則 第明付付の 条規

書決有 の第

の場方定効 ７

５
入保

札金札 札

開開入以証入

保 札札にを保

下

達

場日加付金

消 参納証

也

し）あ額なをる

日
札

入

し務

たをるをっ申事称

免札者出を

金もか入た

て税書はる担北

額っ

す道

当落事に、こ当海

札。る網

該札業記落と

格です決組走

金価者載

の庁

にとある定織支

額

かと速名総

１するこ後

定
未のを。や称務

円る

及札係

おに 要札入に

に

消

てた びをる

い当 否他

税

２て のた費

、っ こし
の

規、 告は等

には 公者
扱

す札 定再取

定入 に、
札

資に る入い

る書 め度

を載 札に

格記 入

条交方な 及

第 ら付所法法入 び条 か
関に 海１ 第に札 北

限 道項 す北

。 務規 条る海のる 財の

項網所） 規定 ま事道場
交た よ

の走でし 則に

で
定市

すを 和定

め北付者 昭り
め

る７

と条る落

金よる納

税 しすの

証費
ととの

」 うこ付

等 所時

す。免

と
い

同同者、

う 郵ににる除

、付

） にじじは納

。 送

の法

当 るそ方

相 よ。。

含 はのは

を 合者等

額 場

部成

室務平
時

郵会
送計年

に課
よ）月

る
合

場日

わにび会

満で問か及部
在課

端入ず消所計

の、

等

がに見税地

数札、費

すっ課

る加もの

あ参積

業

は者契事

きるた税

と
消額で

そ、金者

、は約

加

有さ に参

端費のあ

の
金 るる

なた すす

しれ 関
が

のに 件と

者額 条こ

い

金 反き た該 違で し当 に
。 、の たい 札額 しな 入
入 財札

予

こ西。札 年た

は分 務

価

に丁と 海定

ろ３者 北
則の

るる 規格

よ目す 道

限

海 第制

。北。

道

内

支 以囲

走 。範

網 号の

総で

庁 下

平積地

む 、見、

務 財最

っ自

） 成も方

。
の

年た治

契法

金行 の

月約施 分

まに

日額令 ５
す

に費和 当

で消昭 相

必税

郵午

、）

は火
着及年 る

号時

番２

便後

－

六
四

る

海
北

数税

か

を係税 の 額に免 分 金等

事 切る

無５ 則、の 規

り課に業

効に 第

相 と

部 務低

。
各るす

す 条当 を

課格 」

計 則価

会 規の 地令 以

のび政 額

いも

と

の

と方第 上

こ
。消

走
網

道

税札）

）費号 入

総
庁
支



４
幌札入入開開

札入

平 医執

成 科行札札札札

十 大の

四 学場場日場日

年 事所

十 務及所時所時

北 海

３

に所契北
条道

係 平中道当）約海

行有項札

る該 成分がを

類 一調
うしを幌 般達 年

す中

競物 北）指、示市

競速場央

争品 海若名迅

道し

道 公 報

１２

調ベ調納納札の

入入次

入参ず

に達ッ達にい

札
すサす加れ

付をドを入

も

るるイる期場すに

す

品限所者該

事物ド物る

項品モ

第

札

次 幌

の平 医

と成 科 こ

お 大 の

り年 学 入

一 告 札

般月 示 の

競 第 執

争日 行

号

札、
入は

所の細
こ詳

イ
地契説

び札
及入 在

一 局び

月 管日

十 財時北札平

二 課海幌成にに

日 同同 道医

。。

札科年じじ

幌大
市学月

中事

火

区局
央務日

曜

所区

入に

１財）

南管月

は入ア南

札関 告く争な

は、 第医札フ１

又し 示

療にタ条 指札

名幌 号用関ー西

競市 又品しサ

指ビ目 争内 は類てー丁

入及 平

分をが 札び 成中名ス

に札
止能 参幌 年類停可
市 北

等に当

すに 海）さな 加

入要る

のタの必す

等ニ
称一様成札なこ

名仕平
説資と 及式等

書

び年明格。

数

よ

量入月に

札
明。

説日る

に）
書水

入 号

、札

は

札
公
開以 幌

す
と下

医

。札

る入
科

と
」

大
う

い

学

よ

郵電、に
は書

約明

。

号手。

番番達る

便話調
続

号

の
停
止 － －

等 －が
有 北

日

札９

西入前

条課午

丁室時

目

いてと る隣 道のれこ

分

な 格す 示ずい。 資接 告

こ 有市

９かい をる 第れ
。 る村

に資と す町

号の

す有 の本

定を もに

規格
ちは

道て う又

るし の店

）

。
る

よ

物る支 、
のい

告

実札

を

示

長
学

。大

る科

す医

施幌

り

野
秋

走。 線 網る 内 道得

海
市
北

目
丁
３
西
条
７

落で約

る捨税相者契

イ

た業す札あに

額て事当

かす

加金者る者る関

を

療
品も店 医

算額で金と

のの

入器業

購機営

札落

提提開に入

そ号ア
額 のの札 出出げ金

札掲

期場入等

時決 る

８９

札

郵落財て契要入入

っ
札書参参

務 便札入約札

則 びの作加加

規 及者

の込望

第 電決有成申希

６７
明

豊
報定効

入。札交交便

第う入郵

札）説等

書よ の 保第明付付に 条
証

の場方る ７

５

金

入保

保にを
下 札金 札

入以証

あ額なをる

加付
消 参納

務

たをるをっ申事

し）

札者出を

金もか入たし

て税書はる担

額っ免

落とす

当落事に、こ当

価者載札。る

該札業記
る定織

額格です決組

金

名

１するこ後の

にとあ
のを。や称

円るかと速

他及係

おに 札に

に定
未

こ消

てた びる

い当 限所

税

２て 平北札の費

、っ

道医告等

には 成海幌公
規、

大定取

定入 年札科にの

幌す札

事るい

る書 月市学め扱

中資に
載 区局札
格記 日央務入
を

に方な要書者
提、 第 よ法入否のは 条

期に 項 入に出次 １ る札

及り 規 はる限よ の 札限

場定 に

め）び所 定 認。
者入 り

いた所の よ

なし

入 及条

落参 め
を札 定

。

ら 納付所法札 びか の交

の関 海第 付に 北
道す北札 免

医場 務 除条る海幌の 財
で項札科所 規
、ま事道

市学交

付の幌大で 則
納
方定

央務す 和
法め中事付 昭
等る

はと区局る

こ
等 金よる

税 しす

証費
う る

い す。
と とと

」 う
額 の

当 そ
相 、

） は
。 者

び

満で問か及

含 の
を 者

在

端入ず消所

の、わに
等

がに見税地

数札、費

すっ課

る加もの

あ参積

きるた税

と

六 は者契事

五

額で

そ、金者

、は約業

金南管に

端費のあ

の消

課す
しれ ）１財関

有さ

条
い金 西る

なた 条

者額
該 違 し当 目に

のに 丁件
、の た 札額 し 入金 反 た
入 財札

定
者申 予

札加 た

は分 務

提 の
るを 格

す書 価
と込

囲

こ 範

る の

す 限

出 制
。

こ南管。 年

最
で

。 内

と

に条課 海
地ろ１財 北
、

規
自よ西 道

方
治る

施目 第
法。丁 則
行
。
令号

和下
昭以

の っ
） も
。 積

む 見

年財

た
契

に
額５
金の
約分

る

及る
税す
費当

消相

数税

か

を係税 の 額に免 分 金等

事 切る

無５ 則、の 規

り課に業

効に 第

相 と

価
の

低

。
各るす

す 条当

」
第則

令規
政務

も
を

格

方上
地以

び額

）い
号と

税札
費入
消の



川
旭

人園
法学

校谷
学龍

北 海

指監北業合 会た
２１

第

知査摘査海協会 、。監
項施厚組 事の事実道同
農連 び果に団生合 及結

係基す

関に対体

道 公 報

の成監平

次平
、１

で第
査成 と
お年の
結年 り

のに

公月果度

表
す日報係

第

査 監

地の 査

結 公

果
方
表

に
自 こ詳

第

基
治 の細

法 入は

づ 号

の入き
第 札、
執札、

行説同 条

号

アイ

平名所
成
十在 四
年
十たるに 称地保た

。学私係 こ 育

校立る
助 が に 係法高補 円 と に

大

加旭学金 過 よ る人等
龍授お 、受

算川校に り

料て と

の谷業い 補領

額

っ
金 定園軽、 な

助 算学

をに減独

誤対事立 て

づる会に
っ万いす業し

対る 員き措指北に係 委

助 にじ道す補 会講置海

告措生院金 摘 報た厚る
業保お 置農内に

同所て 成事協育い 平

組運、 年合営

る

合業間 月項連事時 ３
体

団
助

援
的

政

。財

る告 ７ は明条 第

の
査

監
の

等

、書第 道項 公に
開よ項 の

監

に

る。規 定

するの 規

査

よ り
に よ

。定

委
し
、 施
り 実

員
事 た
知

一
月
十札郵電

二幌便話

日

大
科号号

医番番

学
事－－

火務

－ 局

曜管
財札

ど導当たも

誤な指っと

団助、

の、し該補に

り

後

い正し体金今

な適ま
事。対つは

よなたにに

処、て補

一務しい、

う
を大還金

の理過返助

層
確行受さ申

正
に け講当たも 付っと 日

体金今 海団助、 北該補

報対つは 公にに後 道じ

、て補 第たしい、

過返助

措大還金

北北に
果

結
で受さ申 号

道道い

海海海海つ

北北
査査は

監監監監て

道道
員員平

委委委委、

査査

成

員員
山岡前徳

等 平

月

崎本田永３
年

公か 成
ら

表

じ る
講 係
を に
置 度

措 年
知 助
通 援
の 的
旨 政
た 財

が 団

日

央線 中内 市
課幌

区
南

西
条
１

とる等

をう領せ請

目
丁

領せ請
すうなとに

期よ

）なとに 表置とる等 公
し

正榮光

修一孝に
日

２

監の
た の
っ 等
あ 体

議

も 事事行る 導執す 指項

に目の関の 項業に

エオ

て実べをた要

他交支き行。宿領

団付出でっ泊で

体し額あて研は

等たをるい修参

に助確がなに加

間成認、いお者

接金し十もいか

補にて分のてら

助お精なが、負

とい算確あ開担

してす認っ催金

ウ

決い充し途な

算、当団たのい

時当し体助確も

に該ての成認の

多支い支金をが

額出る部等十あ

のにもにに分っ

振自の対おにた

替己がしい行。

え財あててっ

を源っ交、て

行をた付使い

イ

金補連が施てし

額助があ道設、て

に事少っかの受い

誤業なたら管託る

りのい。受理事に

が経と託運業も

あ費思し営費か

るとわて業とか

もしれい務しわ

のてるるにてら

やはも公お支ず

すア 対

、関ののい出、

が道告助 る こ円指報補
に象 置 に過に書対 措 と

費

り受すお経 導 よ大対

事 補と補ての

、領るい

金っ金報行

助な助、執

ての告内

た績た、 万い項実し容

者

計人る

生のい

た帯て
め帯

む含世

営にを

を数
なこ数

みい人

となの

者
れと加

さとに

、
事実徹者

当業支底当負

該完出を該担

団了額指団金

体報の導体に

に告確しにつ

対時認ま対い

しにをしして

、はすた、は

助、る。研、

成領よ修開

団収う事催

。

後当なま

当、該どし

該各助適た

団支成切。

体部金な

にかの事

対ら使務

し精途処

、算の理

支書十を

部等分行

でをなう

理じ証す

を当るをる

行該原行こ

う団因いと

よ体と、の

うにな受な

指対っ託い

導した事よ

し、支業う

ま多出に指

し額内自導

たの容己し

。

内等

団び分

該及十

講当容を

対対す

に助認 じ体補確

実費ど

た、経な

し象る

、さえ

措報つ適

績に、

し

りど導

誤な指

世れた
なた

い正し

な適ま

の、
よ 六う事。 六

書、業要

の理
層処
一務

体
等等取等領

かに扱の等

らよい参に

のりの加基

の提確よ

事出認う

業さを指

終せ行導

了、うし

。振の財ま

替精源し

え査をた

が、充。

生検当

務

の、事

書てな

告い切

確行
正を

載容処

置記内

すう
期よ

をう



関の平 収す成 入る十 にも四
年 ア十

北 海
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必かい書こ一 要軽らて類と月 が費徴、をに十 あ老収収確な二 る人す入認っ日

利に上い

もホる等のて
決が

がム用関、る

のー

っ入金る定、

あの料す

火

つ明る分

た居に証す十

。者曜

負のま加し経後

当にま

お
道い債赤たしい営の

がての字、て状改方

出、増が含い況善向

資平加計みるにに性

し成な上損なあ向を

どさやどるけ取 て
い年にれ未、こてり

る度よて収極と早ま

団決りお金めか急と

体算多りもてらにめ

にで額、増厳、今る

、

所市して理にすた

返し

必

団内役てい状もる。

を委要

体に所委る況、

し、明託が

業団職嘱が

のを業経らのあ

務体員

も

つ出団務費かある

に

す方の

い張体にのにり

事支るをが

て所の従収

設員さ・た検あ

、を職
、

役けとせ経め討っ

市

内談が実し執っ

いにし

関各事少施を行た

係地業な方行に。

業区にい法い努

者でおこな、め

を実いとど効る

対施てかに率べ

象し、らつ的き

とて相、いなも

しい談事て事の

てる者業見業が

道相数の直のあ

徴担要担

を負に負

法行

経い

るをるて

す金すし

になをも

とし費る

こ徴
団あ

てで額が

しい全の

が修がた

る研体っ

い、
づ努

、。

日

該っいたた

当たつしま
用

体は十利

団てて。、

入確金

対収な料

に、分

徴

利にを未

、等認の

し
るよ額

料すう収

用関行

の証うが

金

当済資ま

該を産し

団図処た

体る分。

にた計

対め画

し、」

、を

借合策

入理定

金化す

の計る

最画よ

よた

該、るし

当てなま
要

にの必

体費う。

団経
経討

、・検

し支な

対収
あ況う

の状行

託理を

委
りがよ

当のに

該見努

団直め

体しる

にをよ

対行う

しい指

、、導

相効し

談率ま

事的し

業なた

の事。

効指
、う

しよ
徴る

きめ
助た
補し
なま
的し
率導

導額

決明指多

の
業
事。

大」う

に類しに

定書 限及指

のび導

の
つか導

にら指

方明う 実業

も
る
す
関

施の
方執 に
行
執

に
出
支

エ
に十あ

留つ分っ

学いにた

生て確。

に、認

交そで

付のき

し使な

た途い

助なも

成どの

金をが

ウ

たし師前旅明あ

旅てイ料に費記っ

費いベに決にした

額るンつ定つて。

にもトいしいい

上の講てててな

乗が師、い目い

せあにそな的も

しっ対のいやの

てたす額も内な

支。るをの容ど

出講事やをが

イ

与と給月い旅すを

支に与でる研費べ旅

給なにはも修にき費

日っ係なの会つ所規

のてるくがのい得程

翌い社当あ講て税に

月る会月っ師、のよ

にが保にた等本源り

支、険支。に人泉積

払当料払対が徴算

う月をっす負収さ

この翌てる担分れ

イア

る収入が１計

も施入と、か上社

の設にし現月し会

がのつて金分て保

あ貸い計ををい険

っ出て上金まる料

たし、す庫ともに

。にそべにめのつ

伴のき保てがい

う都で管収あて

現度あの入っ、

料あ未

金収る上にた給

額

認をた収

確金っ徴

な
した多

行定まが

を決。
な

いい利と

なて、額

わ
の金て

まも料っ

まる用

用がのい

利

をるにるう

明よ当つよ指

記う該いう導

の指団てなし

上導体、書ま

、しにそ面し

個ま対のをた

別しし内留。六 のた、容学七 案。助、生

件成内に

ご金訳提

、
事支適た

当前出切。ま

該にになた

団額当事、

体のた務旅

に決っ処費

対定て理に

し行はをつ

、為、行い

講を内うて

師行容よは

料う確う、

料な費に指

は事当に基導

翌務該つづし

月処団いきま

に理体て支し

支をには出た

払行対、す。

ううし団る

こよ、体こ

とう講にと

を指師おを

遵導等け徹

、。

うと

当現し当

該金て該

団収計団

体入上体

ににすに

対つる対

しいよし

、てう、

施は指当

設、導月

のそし分

よし
い導
な指

らう
なよ

事
な
切。
適た

、し
うま

とのを出

務

に使把さ

決途握せ

定なでる

すどきよ

にと認指目

つとを導的

いも徹し・

てに底ま内

は、しし容

守しにる底

、、

しま対旅す

、しす費る

適たる規よ

切。旅定う

貸のまの

出都し社

し度た会

に収。保

伴入険 う
行
を

理
処
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平
成
十
四
年オ 十委のる事もて

託内も務の住、

契容のをな宅契

約がや適ど管約

に実、切が理方

お態委にあ委法

いと託行っ託の

て相業った契決

、違務て。約定

契しのいにや

約て確なお参

書い認いい加

しう減が

業をくし適つ

て多

職、いやこにあ駐

員年こ効と努っ車

の間と率なめた場

時のか的どる。の

間時らなに必管

外間、事よ要理

勤数事務りが運

務が務処、あ営

に非の理そる業

つ常見をのも務

いに直行縮のの

業団を経が

務の務用の

当金あ

を額っ軽者体使済あ

交でた易にに用的っ

通支。な印設すなた

機給資刷置る執。

関し料発しこ行

利て作注てとが

用い成しいな可

のるにてるど能

場もつい複にな

合のいる写よも

のがてが機りの

、、、

度いに日る
し成上しよ

べ入
きしにる職お数月

でた多も員いのに

あこ額ののて２、

るとのが自、分当

がな繰あ家その該

、ど越っ用の１職

年にした車日を員

度よが。の数超の

末り生借がえ通

に翌じ上勤て勤

購年てげ務い手

庫に
庫自のよ

一郵数把 月便量握 十切やし 二手使て 日

に

つ込的

に見画

等用計

てを購

いみ

火

在切す

、適入

曜

い基

務十適たま切当い

委分切。たに該て

託検な、実団は

に証事委施体、

つし務託すに契

い、処業る対約

て団理務よし方

は体をのう、法

、の行確指住や

実会う認導宅業

態計よ事し管者

と規う務ま理選

契定指にしの考

当及見処に縮当

該び直理よ減該

団休しにるに団

体日や努省努体

に勤分め力めに

対務散る化る対

しに化とによし

、つ等とつう、

長いにもい指駐

時てよにて導車

間はる、もし場

検まの の、効

討し管 時事率

た当すで、う

。該る業経指

団際者済導

体にに的し

には印かま

対、刷つし

しコ発効た

、ス注率。

軽トす的

易計るな

な算か執

印等否行

刷をかに

管当家１る

理該用を通

を団車超勤

行体のえ手

うに使る当

よ対用場を

うし日合支

指、数は給

導給が、す

し与勤自る

ま規務家よ

し定日用う

たに数車指

日

画

団い計

該つく

当にづ
要購

対必な

に、的

体て
便の行

郵量を

、数入

し

に

等と適

手握、

切把い

約に導つた委

内基しい。託つ

容づまてにい

間務的等した理

、

外事なの、。運

勤業事活そ営

物行を努

をっ判め

作た断る

。基の使導

づ２用し

き分にま 扱に在

取れな

のそ切

、

カ
ての比う１契

パ、業較も者約

ソ会者検ののし

コ計か討とみて

ン規らし規かい

の程見有定らる

購で積利し見も

入は書なて積の

等２を契い書が

に者徴約るをあ

お以しをが徴っ

い上て行、した

オ

明っの借契か部い

確たワ賃期約か決る

に。ー貸間金わ定も

しプ借が額らをの

てロ契長もず行が

いや約期多、わあ

なパにで額書ずっ

いソおあで面にた

もコいりあに契。

のンて、るよ約

がな、まにるし

金もず
あど賃たも内て

の額複、

必見がしりも
経がが雑契

要積、競、
入済あ多で約

が書適争
な札的っ額あ書

あを切
し事をなたでる等

る徴
し契業行執。かにで

と

約

て約計う行まつも契
か内

１し画こがた処か
内わ容

者てをと可、理
約容らを

かい策に能契

らる定よな

ウエ

なあの料のに

どっ福委のが電お

もた利託積あ算い

行。施契算っ処て

っ設約根た理、

てのに拠。業緊

い管おが務急

な理い不のに

い運て明委発

も営、確託注

の業委な契す

の

業切格
が務託も約る

くや

選な定

のは決

者で
のたの

どま格

な、価

考

査

が定調

続予場

手、市

適価

。

原てよ

当則比う

該と較指

団し検導

体て討し

に２しま

対者たし

し以上た

、上で。

会か、

計ら契

規見約

定
当の
該見
団直
体し
にを
対す
しる
、よ
財う
務指
規導

や性指契た

定争うりし
容

率確し内

効を導約。

経た明

なししを

的保ま
す

を的まに

理済。確

処
行契よ

う執、る

行なた

と

査し明方導委

をた当確法し当託

十。該なにま該に

分団もつし団つ

行体のいた体い

っににて。にて

て対つ、対は

決しい明し、

定、て確、適

す委はに電切

る託、記算な

よ料積載処事

た、

討した

検まま

てし
性格

争価

競定

、。予

し

六をに 八

程積事

すて

保い

確つ

に書務

基をを

づ徴行

きしう

定し

、

等ま
関し
係た
規。

等導

も努書指

とに約う

競よよま

、るにし

にめ

うの算す理業

指積書る業計

導算のよ務画

しが記う等の

ま不載指の策 導調

指場

う市

よ、

るは
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うもッた券

キ

一 まの販ト管枚月 でが売に理数十 現あ用つがや二 金っのい必招日 でたコて要待

保。ン、で券

管サ金あの

しー券る配

てトにが付火 いチ準、先

るケじ発に曜

残っ理っ際社か

数管適

る高てをた、会ら

銭い
納もとい行。翌保引

出

出

帳の手なっま月険き
なし

へや元いてたに料
払ど、

の、現ない、支
金うも実

記金金どな賃
もの所預際

帳銭の、い
切の支得金に

が出突適
をなが払税口支

漏納合
の行管あのや座払

れ帳

い独設るの

現れい預

て

のの
補が道る自置道が現

正あか建財しのあ金

がっら物源て許っの

行た使のでい可た管

わ。用管冷るを。理

れ許理房が得に

て可に装、てお

いをお置書いい

な受いな面なて

いけてどにい、

もて、をよも金

経過が工日場る

状よ

費少あ道期ま合こ

が積っ路がではと

の現に 計算た改

上と。修月冬場な

さな工１期管っ

れっ事日間理て

ててにかに費い

おいおらまをる

らるい３た補が

ずもて月が正、

るすこ 、の、

道、ザ建

てー該

い等導

用械

改工使機

路土を設
しの

良に
舗

るに

工ンい搬

装トて運

おル、か

にブがか

事級
い等導

いド当る

日 当や理切

該配簿な

団布をチ

体先作ケ

に等成ッ

対をしト

し記、管

、録チ理

チすェを

ケるッ行

ッチクう

トケをよ

のッ徹う

となたは口

金がまて金

突よ賃現か

のい、、座

を指に保支

合う金金ら

のしうをう

そ導伴管払

度し会りう

都ま社取よ

い。険め導

行た保や指

、料、し

当変う当

該更指該

団承導団

体認し体

に申まに

対請し対

し等たし

、の。、

使手金

用続銭

許を出

可適納

に正帳

当てをし

該、遵ま

団北守し

体海した

に道、。

対建適

し設正

、部な

工土積

事木算

費工を

の事行

積積う

守し

該、遵ま

当てをし

に道、。

体海した

団北
積

、部な

し設正

対建適
事行

費工を

事木算

工土

発ト底指

積積う

の

券記し導

枚録てし にた

帳に月し

記等翌ま 係にと

。

漏つ

る行手

現う元

算よ

関の
にも
等る
理す

算
に要う

つ領指

算算よ

他経
のの
そ体
団

つ領指

に要う

ウエ

施書十るき

道設及分予な団

かのびで算い体

ら管収な額もの

受理支くやの決

託に計、決が算

しお算受算あに

てい書託額っつ

いての事がたい

る、記業把。て

公予載に握、

の算が係で企

りに成の事処占握

、反しが業理めで

当映てあにしるき

該しいっつて人な

年たるたいお件い

度収と。てり費も

の支はま大、のの

収計いた科当執が

支算え、目該行あ

を書な一の事額っ

正をい部み業がた

確作ものでに把。

イ

に行又予る支が規

予しは算も収差、模

算て流額の支額団か

をい用をな計が体ら

決たの超ど算ゼの考

定り手えが書ロ事え

し、続てあにと業て

な予を支っおな内不

い算行出たいっ容自

まのわし。ててや然

ま補ずて、い財で

執正にい収る政あ

エア

のか簿をた予

郵切か等行。財算

便手わにっ団に

切をらよて法つ

手購ずるい人い

に入、適なやて

つし郵切い社、

いて便なも団年

てい切在の法度

、る手庫が人開

多に管管あ等始

書どな

額も理理っの前

の

てが適も

い類、い

つ
さ管あ

録成なが

記作切
。

してをた

理れ理っ

管

い

式いて

正なっ

たい行

なな

算算

当書額当

該にを該

団お明団

体いら体

にてかに

対、に対

し受すし六 、託る、九 予事よ企

算業う業

書の指会

う
指
導
し
ま
し
た
。

算当続てた人

をたを当はも件

決り適該、の費

定、正団当をが

す必に体該作把

る要行に年成握

となう対度すで

と場よしのるき

も合う、収とる

には指収支とも

、補導支をもの

予正し計正にを

に成しな

当つしま当ど

該い、し該の

団て適た団規

体、切。体定

に受なにに

対払在対基

し簿庫しづ

、及管、き

郵び理公、

便受を益年

切払行法度

及予導計

。
た
し

ま

び算しに

収額ま準

支やしじ

計決たた

。

算、ま算確、作

の流し書に事成

執用たに反業す

行の。つ映別る

に手いしのよ

手総う人開

の括よ会始

取表う計前

扱を指基に

い作導準予
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十と切社づっ給保

、に会いて団与険

寄行福たい体支料

付っ祉適なの給な

金て法切い会日ど

のい人なも計にを

受な会会の事所引

入い計計が務得き

事こ基処あに税出

務と準理っおやし

をなにをたい社別

適ど基行。て会の

、、

票記人なもにっ計

料金

を帳会会の社おて伝

作し計計が会いい票

成て基処あ福てなを

しい準理っ祉、い作

なるにをた法決こ成

いな基行。人算とし

まどづっのをやて

ま、いて会適、い

元学たい計切一な

帳校適な事に部い

に法切い務行会こ

固わ益適ないや

基作な

書
類定れ法切い学て人

を資て人なも校、件

作産い会会の法保費

成のな計計が人育の

し管い基処あの料支

て理も準理っ会収出

いがのにをた計入な

な適な基行。事のど

い切どづっ務受で

もに、いてに入、

の行公たいおれ伝

、

りっ計でてや
つ導に指

容
の組た財事はい財

公む。団務なる産

表必法にくも目

な要人お単の録

どがやい式やな

にあ社て簿、ど

積る団、記貸必

極も法複で借要

的の人式処対な

にがの簿理照決

取あ会記し表算

業早別

に適た

一会急収 月計に支 十に行状 二準う況 日

、

会も握

たと把

じとの

処、決

計に

火

を業内

理事算

曜

会ら

当な口

該ど座

団にか

体つら

にい引

対てき

しは出

、、さ

所そな

得のい

税支よ

や払う

社日指

当準成会

該に、計

団基寄処

体づ付理

にき金を

対、の行

し決受う

、算入よ

社処事う

会理務指

福、を導

祉会行し

法計いま

いし当基導

てま該づし

、し団いま

財た体たし

務。に適た

規対切。

程しな

の、会

改学計

正校処

を法理

行人を

う会行

当基切。ま

該づなた

団き会、

体、計固

に複処定

対式理資

し簿を産

、記行及

公でうび

益のよ物

法処う品

人理指の

会等導取

日

つ組
にり

理取
処次

計順
応導
対指
、う
てよ
いむ

会ま導

なし
能ま
可し

保です

険預る

人伝、し

会票適た

計の切。

部す
の関の

道にも
局る

よ計う

う基よ

指準う

計をし扱

基行まい

準いしに か
の。
もた

、

ウ

理は認なあると

状不でどっ公経に

況十き改たの費支

の分る善。施に出

確な書を設つし

認の類図のいて

をでをる管てい

行、添べ理、る

う内付き委四が

た容さも託半、

めがせのに期団

に確るが係ご体

アイ

付らが要なるの

団にか重綱ど公実内

体おで複のがの績容

にいなし内あ施報が

対ていて容っ設告委

す、もいがたの書託

る算のる不。管に事

貸出、も十理つ業

付根対の分委いに

金拠象、な託て係

のが事貸もに、る

た

コ

交明業付の係そ処

働にに。

部執っを務的

事すいかつ処

団の行て

てす

の業るるせい理

体

が、たはべ

経に課がる

も

にい会内め総き

理つ

牽、課の

おて計部に務

て事務制会でが

い、事

事元っ

、業も機計一あ

一を行能

ケ

のが資融す一の

口あ団金機べ時が

座っ体が関き借あ

をたの不かで入っ

開。借足らあれた

設入すのるを。

し金る借が行

てに場入、っ

いつ合れ職て

るいにで員い

もては対かる

い

預のな
の、金処らも

に同

座特に

口、の

金や
しと銀

金要の

入必一

に

数

るら複

いめに

て認行

もれ

間合

委支っ

託払た

料計概

の画算

概書払

算のを

払見行

に直う

つしこ

いをと

てさと

算業容要業さ

平出がが綱委のせ

成根重不の託処る

拠複十改事理よ

年がし分正業状う

度明てなをの況改

のらいも行実が善

貸かるのい績確し

付でもなま報認ま

金なのどし告でし

のい、をた書きた

交も貸精。にる。

めを

該た化

当る元
図一

対織る

に組め

体、進

団

導

内を指

、正う

し改よ

牽いし

部行

確が入

当に不れ

該反足で

団映す対

体しる処

にた場す

対資合る

し金によ

、計はう

事画金指

業を融導

執作機し

指

も座う

と口よ

と金う
しま

特止し

、廃導

にを
必、し

に

七要適た 〇

、せし

め会
認な
と切。

団、、

体実多

の態額

年にの

付の付査つ書

に、要しい類

つ対綱、てを

い象の貸、添

て事内付事付

充事た

の計し

制会ま

、

行成関ま

をの
実務。

時しかし

期、らた

を資の。

的金借 預行
いを
な理

れ処
ら計
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りもてらにめ一 、増厳、今を月 ま加し経後行十 たしい営のう二 、て状改方べ日 含い況善向き

みるにに性も

損なあ向のの

やどるけ取が

未、こてりあ火 収極と早まっ

金めか急とた曜 。

りのいる切をお多
告め

が経とこな指道い額

あ費思と記導がての

るとわか載す出、赤

もしれらなべ資平字

のてる、どきし成が
計 やはも提にもて

、関の出つのい年上

補連な書いがる度さ

助がど類てあ団決れ

事少がの団っ体算て

業なあ適体たにでお

。

多原託善い経
は事会的

支い
出る額因料す補て費

にものとのべ助、の

自の振な積き金報執

己が替る算もの告行

財あえべ内の実さ内

源るがき訳が績れ容

をこ生支をあ報たや

充とじ出精っ告補金

当かて及査た書助額

しらいびし。に対に

て、る委改お象誤

を留きて事に多

て内

毎がも公い業も額

月生ののる費かの

支じが施団とか振

出なあ設体しわ替

すいっのにてらえ

るよた管お支ずを

なう。理い出、行

ど改をてし決い

資善委、て算、

金す託受い時当

滞べし託るに該

い体を

でて団況

支果料

に

当状支確

相るの的

は
あ画握

のに計把

額況払
必

がこび、

金る及し

資
ら状額

留か金要

滞と資

資
、

し

日 骨ま
子し
」た
、。
最
終
報
告
書
」
を
取

、務団」に

体 当処を検

に 該理設討

つ 団に置を

い 体努し行

て をめ、い

、 指てあ、

導まら
ゆ中 あ すい
るりる間

なま角報 り

どす度告 方

、。か」 検
討

補は容

助、等

事実に

業績一

のの部

実確不

績認備

報をが

告十あ

の分る

審にも

査行の

にいに

多出にの

額内基積

の容づ算

振のきを

替精、見

え査当直

が、該す

生検団こ

じ証体と

るをとと

原行協し

因い議ま

と、しし

う
よ
い
な
じ
生

が
留

滞
金

り

し
善
改

ま
と

適ら、

切抜 委

な員本報

る 討補付す 検項交関

３

のにの 項金務も 事助事

当、つ
に目

た記い

っ載て

なそ、た

っの委。

た結託

合が観はなあ

。
た
し
ま

か計のも

計、点合どる
法が

日助らで方の

２補
しのこ日をあ

と金、１
よし討た

て効のと検っ

算る

定的うてす。

算率

す要

て執場定必

しなな

つ 対

るのにるが

い行合

いで場い す遣てて後な

該る別合て る検地に当

のい団がのにの 措域お

遣 討診て体、医、派 置

一をれ日

療、に同師そ

等遣助日派ぞ数

所派補

の１

へ日金の遣れを 事

交前る医日

の数を午す

項師応付とよ師と

医に

適理の

派じし午うにし

も益切をが

計え計い公

支理の法な行あ

事た処

た

に出をな人予うっ

務

執う。

おを適ど会算よ

にあ基行指

いし切が計

す

、い行る準及導

てて

と基会べ

予たっこにび

を、いかづ計き

算りて

超会ならく処も

ク

を入の課らよが

大居手題、うあ財

幅者続が健指っ団

にかが多全導た法

下ら適くなに。人

回徴切見運努や

っ収でら営め社

てすなれがる団

いるいる行べ法

る事なこわき人

こ務どとれもの

財あ

キ

と費のかるの会

と

費会事こ

軽社務る

る
法処、

人祉のや

老福務
者

ムにが居

ー人理入

ホ
て切定

運い適が

をお不

す、で員

営

七
一

当ら的つ扱

か目にり

、

複よてこ

該、にいう

講

同、と じ助数るはと

補

医遣ま

業医一派し

事の

数た

たつに療日し

に師
に１

てる関を。

いよ機

、予し

はな導
、

措、同

り

法行い

益執ま

公算て
計。

計会す

会びま

人及
基を

に理
準処

基

、

当
該
団
体
に
お
け
る
会
計
事

所運す

当入なま

や全り

に行

体増が

団者営。

該
るたる

けけれ

お向わ

に

日

事な指

務討う

財検よ

のるし

成日すと

平一対 行

度一遣取

置年同派て

務
切指
適う

、よ
きう

づ
に
つ
い
て

ま

のよて

等にし

務ど導

善健い

改り
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